
文
明
十
三
年
（
一
四
八
二
八
月
、
菊
池
氏
の
拠
点
と
な
っ
て
い
た
隈
府
の
地
（
現

在
の
菊
池
市
隈
府
を
中
心
と
し
た
地
域
）
に
お
い
て
、
一
日
一
万
句
の
連
歌
が
重
朝
に

よ
り
興
行
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
の
具
体
的
根
拠
資
料
と
な
る
の
は
、
後
述
す
る
よ
う
に

『
菊
池
万
句
発
句
』
と
い
う
発
句
抜
書
き
の
み
と
い
っ
て
よ
い
。
同
書
の
端
作
り
に
は
、

「
文
明
十
三
年
八
月
日
於
隈
府
／
一
日
興
行
万
句
連
歌
発
句
」
（
佐
々
家
本
に
よ
る
）

と
あ
り
、
興
行
の
年
月
と
開
催
地
、
そ
し
て
こ
の
万
句
が
一
日
で
満
了
さ
れ
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
。
加
え
て
、
発
句
五
句
を
掲
げ
た
後
に
毎
度
「
以
上
御
屋
形
様
御
座
敷
」
と

い
う
よ
う
に
、
会
席
の
場
が
明
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
情
報
に
よ
り
二
十
座
で
各
五
百

韻
を
詠
ん
だ
こ
と
も
知
り
う
る
。

か
な
り
後
代
の
資
料
で
は
あ
る
が
、
渋
江
松
石
の
『
菊
池
風
土
記
』
巻
一
「
月
見
御

（
註
１
）

殿
」
の
項
に
は
、
「
一
日
万
句
連
歌
の
興
行
も
此
所
に
て
会
有
し
に
は
あ
ら
ず
や
」
と
、

や
や
踏
み
込
ん
だ
推
測
が
な
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
な
に
ぶ
ん
に
も
孟
観
寺
の
後

ろ
に
高
き
所
有
、
古
菊
池
城
院
有
し
所
、
菊
池
氏
の
代
に
至
り
て
月
見
御
殿
有
し
也
、

一
万
句
連
歌
に
お
け
る
中
央
と
地
方

「
菊
池
万
句
」
を
め
ぐ
る
幾
つ
か
の
問
題

特
キ
ー
ワ
ー
ド

菊
池
万
句
・
菊
池
重
朝
・
城
親
賢
・
菊
池
風
土
記
・
菊
池
古
文
書

何
代
目
に
立
し
と
云
事
未
聞
」
と
い
う
暖
昧
な
情
報
で
あ
り
、
蓋
然
性
を
出
る
も
の
で

は
な
い
。
た
だ
、
松
石
が
そ
の
よ
う
な
憶
測
を
巡
ら
し
た
の
は
、
お
そ
ら
く
発
句
す
べ

て
に
「
月
松
」
以
下
「
月
」
を
含
ん
だ
題
が
配
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。

主
催
者
は
、
連
歌
に
限
ら
ぬ
好
学
で
知
ら
れ
た
菊
池
重
朝
。
彼
の
事
績
の
数
々
は
、

当
時
の
九
州
の
政
治
的
、
文
化
的
状
況
と
あ
わ
せ
て
、
川
添
昭
二
氏
『
中
世
九
州
の
政

治
・
文
化
史
』
（
海
鳥
社
、
二
○
○
三
年
）
に
活
写
さ
れ
て
お
り
、
万
句
興
行
の
背
景

の
理
解
に
は
ま
ず
参
考
と
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
先
に
簡
単
に
ふ
れ
た
よ
う
に

万
句
そ
の
も
の
は
現
存
せ
ず
、
発
句
の
み
が
弘
治
二
年
（
一
五
五
六
）
城
親
賢
に
よ
り

書
写
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
辛
う
じ
て
今
に
伝
わ
る
。
早
く
に
こ
の
『
菊
池
万
句
発
句
』

は
『
熊
本
県
史
料
中
世
篇
四
』
に
翻
刻
紹
介
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
重
朝
主
催
に
な

る
こ
の
万
句
興
行
は
広
く
知
ら
れ
た
催
し
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
故
、
改
め
て
話
題
に

す
る
ま
で
も
な
さ
そ
う
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
以
下
、
小
稿
で
は
室
町
期
に

お
け
る
中
央
と
地
方
と
の
文
化
交
流
の
観
点
か
ら
、
も
う
一
度
こ
の
万
句
興
行
の
意
味

を
見
直
す
と
こ
ろ
か
ら
始
め
、
資
料
（
史
料
）
と
し
て
は
そ
の
唯
一
の
拠
り
所
と
言
っ

て
よ
い
『
菊
池
万
句
発
句
』
を
、
そ
の
資
料
性
の
再
点
検
と
い
う
意
味
で
俎
上
に
載
せ

鈴
木
元
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◇
万
句
連
歌
興
行
史

・
一
三
二
○
元
応
二
年
春
鎌
倉
の
花
下
に
て
一
日
一
万
句
の
連
歌
（
性
遵
発
句
）

『
菟
玖
波
集
』
巻
二
十

・
一
三
三
三
元
弘
三
年
春
千
劔
破
城
包
囲
群
、
都
か
ら
花
下
連
歌
師
を
呼
び
張
行
。

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

ま
ず
は
初
め
に
、
一
万
句
の
連
歌
と
い
う
と
て
つ
も
な
い
催
し
が
い
つ
ご
ろ
、
ど
の

よ
う
に
し
て
起
こ
り
、
菊
池
万
句
に
至
る
ま
で
に
ど
の
よ
う
な
経
緯
を
経
る
の
か
、
そ

の
点
を
ご
く
簡
単
に
ふ
れ
て
お
く
こ
と
と
す
る
。
資
料
と
し
て
「
万
句
連
歌
興
行
史
」

を
掲
げ
て
お
い
た
。
な
お
、
こ
の
年
譜
は
文
明
年
間
ま
で
、
即
ち
菊
池
万
句
の
直
後
ま

で
し
か
採
録
し
て
い
な
い
。
だ
が
実
際
に
は
、
こ
の
後
も
万
句
連
歌
は
脈
々
と
続
い
て

（
註
２
）

い
ぞ
、
。一

三
九
一
明
徳
二
年
二
月
足
利
義
満
、
北
野
社
に
て
（
『
北
野
社
一
万
句
発
句

脇
第
三
序
』
）
「
廿
ケ
所
一
日
」
（
『
松
梅
院
禅
予
日
記
』
）

一
四
○
一
応
永
八
年
正
月
吉
備
津
宮
法
楽

一
四
三
三
永
享
五
年
二
月
足
利
義
教
、
北
野
社
法
楽
『
北
野
社
一
万
句
発
句
脇

第
三
井
序
』
『
看
聞
日
記
』
「
廿
ケ
所
一
日
」
（
『
松
梅
院
禅
予
日
記
』
）

一
四
三
五
永
享
七
年
三
月
義
教
、
北
野
社
法
楽
（
会
所
十
箇
所
で
三
日
）
「
三

ケ
日
」
（
『
松
梅
院
禅
予
日
記
』
二
月
）

一
四
三
六
永
享
八
年
三
月
義
教
、
北
野
社
法
楽
（
三
日
間
）
『
看
聞
日
記
』
「
三

ケ
日
」
（
『
松
梅
院
禅
予
日
記
』
二
月
）

『
太
平
記
』
巻
七

記
録
の
上
で
一
万
句
連
歌
の
初
出
は
、
『
菟
玖
波
集
』
に
見
ら
れ
る
鎌
倉
で
の
性
遵

の
発
句
と
そ
の
詞
書
か
ら
知
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
次
が
、
有
名
な
『
太
平
記
』

巻
七
の
千
剣
破
城
攻
防
を
め
ぐ
る
話
題
の
中
で
、
城
を
攻
め
あ
ぐ
ね
た
鎌
倉
方
の
武
士

た
ち
が
連
歌
師
を
招
い
て
行
う
と
い
う
挿
話
と
し
て
描
か
れ
る
。
こ
の
時
の
興
行
形
態

が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
は
は
っ
き
り
と
記
さ
れ
て
い
な
い
の
だ
が
、

『
太
平
記
』
に
は
「
徒
然
に
堪
へ
か
ね
て
、
花
下
の
連
歌
師
ど
も
を
呼
び
下
し
、
一
万

句
の
連
歌
を
ぞ
始
め
た
り
け
る
。
そ
の
初
日
の
発
句
」
（
西
源
院
本
。
岩
波
文
庫
に
よ

る
）
と
し
て
長
崎
九
郎
左
衛
門
の
発
句
が
記
さ
れ
て
お
り
、
少
な
く
と
も
こ
の
催
し
が

数
日
に
亙
る
も
の
、
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

一
四
三
七
永
享
九
年
三
月
義
教
、
北
野
社
法
楽
（
三
日
間
）
『
看
聞
日
記
』

一
四
三
八
永
享
十
年
三
月
義
教
、
北
野
社
法
楽
（
十
座
）
『
看
聞
日
記
』
「
三
ケ

日
」
（
『
松
梅
院
禅
予
日
記
』
二
月
）

一
四
三
九
永
享
十
一
年
二
月
「
三
ケ
日
」
（
『
松
梅
院
禅
予
日
記
』
）

一
四
四
○
永
享
十
二
年
二
月
「
三
ケ
日
」
（
『
松
梅
院
禅
予
日
記
』
）

一
四
四
一
嘉
吉
元
年
二
月
義
教
、
北
野
社
法
楽
（
三
日
間
）
（
『
看
聞
日
記
』
『
松

梅
院
禅
予
日
記
』
）

一
四
八
一
文
明
十
三
年
三
月
結
城
政
朝
、
白
河
鹿
島
社
奉
納
一
日
万
句
（
二
十

座
）

同
年
八
月
菊
池
重
朝
、
隈
府
に
お
い
て
一
日
万
句

一
四
八
二
文
明
十
四
年
大
山
祇
神
社
（
百
ヶ
日
か
）

一
四
八
四
文
明
十
六
年
熱
田
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こ
う
し
た
催
し
が
鎌
倉
方
の
武
将
に
よ
り
発
議
さ
れ
る
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
一
万

句
連
歌
の
よ
う
な
試
み
は
鎌
倉
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
見
解
も

（
肱
３
）

出
さ
れ
て
い
る
が
、
限
ら
れ
た
資
料
だ
け
か
ら
の
判
断
は
難
し
い
。
和
田
茂
樹
氏
の
よ

う
に
、
菟
玖
波
集
の
一
万
句
発
句
の
作
者
性
遵
は
京
都
に
も
在
住
し
て
い
た
の
で
、
こ

れ
以
前
に
京
都
で
万
句
連
歌
は
行
わ
れ
て
い
た
、
と
の
見
方
も
あ
る
し
、
角
川
文
庫
の

岡
見
正
雄
氏
の
註
の
よ
う
に
、
千
剣
破
で
の
連
歌
は
ま
っ
た
く
の
虚
構
だ
と
の
見
解
も

（
註
４
）

あ
る
。
太
平
記
の
記
事
の
信
悪
性
は
別
に
し
て
も
、
鎌
倉
政
権
末
期
の
こ
の
時
期
に
、

仮
に
虚
構
で
あ
る
に
せ
よ
鎌
倉
方
の
武
士
が
万
句
連
歌
を
思
い
つ
く
、
と
い
う
着
想
の

よ
っ
て
き
た
る
と
こ
ろ
、
そ
れ
が
何
に
淵
源
す
る
の
か
は
興
味
深
い
問
題
で
あ
る
。

な
お
、
規
模
は
そ
れ
よ
り
小
さ
く
な
る
が
、
こ
れ
に
類
し
た
千
句
連
歌
の
形
式
に
つ

い
て
は
、
島
津
忠
夫
氏
が
概
観
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
鎌
倉
末
期
あ
た
り
か
ら
見
ら

（
註
５
）

れ
る
よ
う
に
な
り
、
花
の
下
連
歌
や
各
地
の
神
社
の
法
楽
連
歌
と
し
て
展
開
し
て
ゆ
く
。

島
津
氏
が
注
意
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
催
し
が
宗
教
的
な
背
景
を
も
つ

こ
と
、
ま
た
そ
の
興
行
の
た
め
に
多
大
な
出
費
を
伴
う
こ
と
、
そ
れ
が
た
め
に
室
町
期

に
は
各
地
の
豪
族
階
層
を
興
行
主
と
す
る
千
句
が
増
え
る
こ
と
は
、
万
句
連
歌
を
考
え

る
上
で
も
重
要
で
あ
る
。
千
句
連
歌
の
十
倍
の
規
模
の
催
し
を
行
お
う
と
い
う
発
想
の

根
幹
に
は
、
質
よ
り
も
量
で
神
仏
を
動
か
そ
う
と
す
る
強
い
意
志
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、

確
か
に
そ
う
し
た
発
想
は
地
方
に
由
来
す
る
、
と
考
え
る
の
は
不
自
然
で
は
な
い
。

さ
て
記
録
上
、
そ
の
次
に
く
る
の
が
足
利
義
満
に
よ
る
北
野
社
法
楽
の
一
万
句
連
歌

と
な
る
。
こ
こ
で
明
ら
か
に
、
都
に
お
い
て
の
一
万
句
興
行
が
確
認
さ
れ
る
わ
け
だ
が
、

義
満
の
万
句
そ
の
も
の
は
現
存
し
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
義
満
主
催
の
万

句
連
歌
が
そ
の
半
ば
公
的
な
性
格
か
ら
多
く
の
注
目
を
集
め
、
後
代
に
規
範
化
し
て
認

識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
様
々
な
資
料
か
ら
窺
わ
れ
る
。

ま
ず
先
の
年
譜
で
義
満
に
続
く
万
句
張
行
と
な
る
、
永
享
五
年
の
義
教
の
北
野
社
法

楽
の
万
句
連
歌
は
、
『
北
野
社
一
万
句
御
発
句
脇
第
三
井
序
』
と
し
て
そ
の
一
部
が
伝

わ
る
が
、
一
条
兼
良
に
よ
る
そ
の
序
に
は
、

か
の
明
徳
の
ち
か
き
跡
に
ま
か
せ
て
、
一
日
の
う
ち
に
、
一
万
句
の
つ
ら
ね
う
た

の
御
法
楽
あ
る
べ
き
よ
し
、
…
。
一
万
句
の
御
人
数
は
二
十
人
を
え
ら
ば
れ
て
、

二
十
ケ
所
の
会
所
を
か
ま
へ
、
一
所
に
を
の
ノ
、
五
百
韻
を
と
り
お
こ
な
ふ
、
明

徳
に
も
か
や
う
に
ぞ
あ
り
け
る
。

義
満
の
明
徳
の
先
例
に
倣
い
、
一
日
一
万
句
を
二
十
の
会
所
で
五
百
韻
ず
つ
と
い
う
形

態
を
意
識
的
に
引
き
継
い
だ
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
年
の
万
句
に
つ
い
て
は
、

『
看
聞
日
記
』
永
享
五
年
正
月
二
十
五
日
条
の
頭
書
に
も
、

今
日
室
町
殿
御
連
歌
始
云
々
、
来
月
十
一
日
於
聖
廟
社
頭
一
日
一
万
句
連
歌
可
有

法
楽
云
々
、
鹿
苑
院
殿
御
代
有
沙
汰
、
其
例
云
々

と
い
う
よ
う
に
「
鹿
苑
院
殿
御
代
」
の
「
其
例
」
に
倣
っ
た
も
の
と
記
さ
れ
て
い
る
し
、

『
満
済
准
后
日
記
』
永
享
五
年
二
月
十
日
条
に
よ
れ
ば
、

明
徳
二
年
二
月
十
一
日
鹿
苑
院
殿
於
聖
廟
一
日
一
万
句
御
懐
紙
御
奉
納
神
殿
、
件

懐
紙
今
日
被
召
出
御
拝
見
云
々
、
価
拝
見
由
被
仰
間
、
於
御
前
令
拝
見
了
、
赤
漆

櫃
一
合
二
被
納
之
了
、
十
題
各
一
手
分
五
百
韻
、
…

明
徳
に
奉
納
さ
れ
た
懐
紙
を
「
拝
見
」
し
た
上
で
、
と
い
う
念
の
入
れ
よ
う
で
あ
っ
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
形
態
で
の
興
行
は
「
万
句
連
歌
興
行
史
」
に
示
し
た
よ
う
に
、
義

教
の
翌
年
の
張
行
か
ら
崩
れ
て
い
く
の
だ
が
、
明
徳
の
万
句
へ
の
関
心
は
後
代
ま
で
持
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続
し
た
よ
う
で
、
『
実
隆
公
記
』
永
正
八
年
十
二
月
十
日
条
に
は
、

宣
賢
朝
臣
来
、
明
徳
二
年
北
野
社
万
句
連
歌
、
鹿
苑
院
太
相
国
御
願
、
至
第
三
書

連
之
、
有
小
序
、
件
序
不
審
事
等
問
之
、
愚
存
分
答
之
、
暫
言
談

と
、
清
原
清
賢
が
そ
の
序
文
の
不
審
を
尋
ね
る
た
め
に
、
実
隆
を
来
訪
し
た
と
記
さ
れ

て
い
る
。
な
お
、
宣
賢
の
見
た
万
句
は
第
三
ま
で
を
抜
き
書
き
に
し
、
そ
こ
に
「
小
序
」

を
付
し
た
形
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
は
ま
さ
し
く
現
存
す
る
永
享
五
年
万
句

の
『
北
野
社
一
万
句
御
発
句
脇
第
三
』
の
形
と
よ
く
符
合
す
る
。
お
そ
ら
く
は
、
明
徳

の
万
句
に
倣
う
よ
う
に
、
こ
の
抜
き
書
き
本
が
作
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る

”
（
″
〆
○

さ
て
、
明
徳
時
の
一
日
一
万
句
二
十
会
所
で
の
興
行
と
い
う
形
態
が
、
地
方
で
の
万

句
興
行
に
も
影
響
を
与
え
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
現
在
し
ら
れ
て
い
る
万
句
連
歌
が
、

室
町
期
に
興
行
さ
れ
た
う
ち
の
ど
れ
だ
け
を
伝
え
て
い
る
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、

以
下
に
詳
述
す
る
菊
池
万
句
と
、
こ
れ
と
同
年
に
奥
州
白
河
結
城
氏
の
も
と
で
行
わ
れ

た
万
句
連
歌
と
、
い
ず
れ
も
一
日
二
十
座
同
時
開
催
で
あ
っ
た
。

菊
池
万
句
の
主
催
者
菊
池
重
朝
や
そ
の
重
臣
で
あ
り
、
か
つ
万
句
へ
の
参
加
者
で
も

あ
る
隈
部
忠
直
の
名
は
、
京
都
五
山
に
も
癒
い
て
い
た
。
川
添
昭
二
氏
が
『
晴
富
宿
禰

記
』
を
引
き
な
が
ら
論
じ
て
お
ら
れ
る
（
川
添
氏
前
掲
書
）
よ
う
に
、
地
方
に
あ
り
な

が
ら
重
朝
が
都
に
情
報
の
パ
イ
プ
を
も
っ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
一
万
句
規

模
の
興
行
の
発
想
も
、
そ
の
興
行
形
態
も
、
義
満
の
北
野
万
句
に
倣
っ
た
と
見
て
誤
り

な
い
で
あ
ろ
う
。
お
も
し
ろ
い
の
は
、
同
じ
年
に
奥
州
白
河
で
同
様
の
形
態
で
万
句
連

歌
が
行
わ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
歌
枕
「
白
河
」
の
地
は
連
歌
師
た
ち
の
訪
れ
が
度
々
あ

り
、
連
歌
師
を
通
じ
て
都
と
つ
な
が
る
面
が
確
か
に
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の

さ
て
、
論
点
を
菊
池
万
句
に
絞
ろ
う
。
菊
池
万
句
に
つ
い
て
阿
蘇
品
保
夫
氏
は
、
そ

の
発
句
作
者
の
顔
ぶ
れ
か
ら
、
彼
ら
は
地
域
武
士
団
の
長
で
あ
り
、
そ
の
拠
点
と
菊
池

（
註
８
）

氏
政
治
圏
の
範
囲
と
が
一
致
し
て
い
る
と
論
じ
、
そ
の
見
解
を
踏
襲
し
な
が
ら
、
川
添

昭
二
氏
は
下
剋
上
的
な
時
代
相
の
中
で
菊
池
氏
が
被
官
・
国
人
を
掌
握
す
る
試
み
、
と

そ
の
興
行
意
図
を
と
ら
え
る
見
解
を
示
さ
れ
た
。
即
ち
従
来
の
研
究
に
お
い
て
、
菊
池

万
句
を
め
ぐ
る
根
本
資
料
で
あ
る
『
菊
池
万
句
発
句
』
の
分
析
か
ら
は
、
文
芸
学
的
な

観
点
を
横
に
置
い
て
、
専
ら
地
方
政
治
史
の
解
明
の
た
め
の
補
助
史
料
と
し
て
活
用
さ

れ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。

改
め
て
い
う
ま
で
も
な
く
、
連
歌
資
料
の
利
用
法
と
し
て
こ
れ
は
特
別
な
こ
と
で
は

な
く
、
こ
れ
ま
で
も
大
山
祇
神
社
万
句
に
つ
い
て
和
田
氏
が
、
白
山
万
句
に
つ
い
て
木

《
註
９
）

越
隆
三
氏
が
詳
細
に
参
加
メ
ン
バ
ー
を
調
べ
て
い
る
の
も
、
信
仰
圏
や
家
臣
団
の
構
成

を
明
ら
か
に
す
る
資
料
と
し
て
、
連
歌
作
品
が
有
効
だ
か
ら
で
あ
る
。

大
規
模
な
催
し
に
連
歌
師
の
参
加
は
や
は
り
な
く
、
「
座
首
は
結
城
氏
の
一
族
・
重
臣

（
註
６
）

で
あ
り
、
他
の
発
句
作
者
も
そ
れ
に
つ
ら
な
る
武
家
と
思
わ
れ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
点

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ま
さ
し
く
中
央
か
ら
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
、
し
か
し
在
地

に
こ
だ
わ
っ
た
興
行
と
し
て
こ
れ
ら
の
万
句
連
歌
が
企
画
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

村
井
康
彦
氏
が
述
べ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
既
に
こ
の
当
時
、
都
鄙
の
交
流
が
構
造
的

（
註
７
）

な
必
然
と
し
て
準
備
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
地
方
に
お
け
る
万
句
連
歌
も
成
る
べ
く

し
て
成
っ
た
都
鄙
交
流
の
一
つ
の
産
物
と
見
て
よ
い
。

二
『
菊
池
万
句
発
句
』
と
そ
の
諸
本
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順
序
は
逆
に
な
っ
た
が
、
こ
こ
で
文
学
の
側
か
ら
『
菊
池
万
句
発
句
』
の
研
究
の
現

状
を
確
認
す
る
た
め
、
ま
ず
は
『
俳
文
学
大
辞
典
』
を
引
い
て
お
こ
う
。

連
歌
万
句
。
写
一
・
文
明
一
三
年
（
西
全
八
月
、
菊
池
肥
後
守
重
朝
が
本
拠
の

隈
府
で
興
行
し
た
一
日
万
句
連
歌
。
菊
池
氏
の
勢
力
圏
に
属
す
る
城
北
諸
郡
の
被

官
や
国
人
・
僧
侶
ら
一
○
○
人
が
五
人
ず
つ
二
○
座
に
分
か
れ
、
各
座
で
五
○
○

句
ず
つ
賦
詠
し
た
。
一
万
句
そ
の
も
の
は
現
存
し
な
い
が
、
各
座
の
発
句
一
○
○

ち
か
主
さ

を
弘
治
二
年
壼
至
に
隈
本
城
主
城
親
賢
が
書
写
し
た
も
の
が
現
存
。
菊
池
家
臣

の
氏
名
や
国
人
層
の
教
養
を
知
り
得
る
資
料
と
し
て
貴
重
。

先
に
紹
介
し
た
阿
蘇
品
氏
の
論
文
に
よ
る
到
達
を
踏
ま
え
、
根
拠
と
な
る
テ
キ
ス
ト

の
伝
存
状
況
を
記
す
簡
に
し
て
要
を
得
た
荒
木
尚
氏
に
よ
る
こ
の
解
説
は
、
最
後
に
翻

刻
資
料
と
し
て
、
こ
れ
も
前
述
し
た
『
熊
本
県
史
料
』
を
紹
介
す
る
。

ま
ず
は
こ
の
テ
キ
ス
ト
の
問
題
か
ら
整
理
し
て
お
こ
う
。
『
熊
本
県
史
料
』
に
収
録

さ
れ
た
『
菊
池
万
句
発
句
』
は
、
「
高
田
充
雄
氏
保
管
文
書
」
と
し
て
知
ら
れ
、
特
に

歴
史
学
の
方
で
は
こ
の
テ
キ
ス
ト
が
活
用
さ
れ
て
き
た
。
た
だ
し
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
は

活
字
で
広
く
紹
介
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
文
学
研
究
の
側
か
ら
は
特
に
関
心
を
も
た
れ
ず

に
き
た
た
め
に
、
原
典
に
も
ど
り
確
認
を
す
る
と
い
う
作
業
が
長
ら
く
忘
れ
ら
れ
て
き

た
。
そ
れ
故
、
そ
の
原
本
（
高
田
氏
保
管
文
書
）
の
所
在
か
ら
し
て
、
現
在
で
は
は
っ

き
り
し
な
い
。

そ
の
こ
と
と
関
わ
り
、
こ
の
高
田
氏
保
管
文
書
を
め
ぐ
り
大
事
な
問
題
と
な
る
の
は
、

歴
史
学
の
側
か
ら
文
書
史
料
と
し
て
紹
介
さ
れ
、
し
か
も
城
親
賢
（
ち
か
ま
さ
）
奥
書

と
花
押
が
末
尾
に
付
さ
れ
て
い
る
、
と
紹
介
さ
れ
た
た
め
、
こ
の
高
田
氏
保
管
文
書
が

万
句
か
ら
発
句
を
抜
き
書
き
し
た
城
親
賢
の
自
筆
原
本
と
認
定
さ
れ
て
し
ま
っ
た
気
配

が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
結
論
か
ら
す
れ
ば
、
高
田
氏
保
管
文
書
が
親
賢
筆
本
そ

の
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
改
め
て
そ
の
所
在
を
突
き
と
め
原
本
調
査
を
し
な
い
こ

と
に
は
、
確
証
の
な
い
こ
と
で
あ
る
。

菊
池
万
句
を
史
料
と
し
て
位
置
づ
け
る
上
で
、
万
句
そ
の
も
の
が
現
存
し
な
い
以
上
、

そ
れ
に
準
ず
る
の
が
親
賢
抜
書
本
で
あ
る
こ
と
は
、
論
を
ま
た
な
い
・
そ
の
抜
書
本
（
即

ち
高
田
氏
保
管
文
書
本
）
に
親
賢
の
奥
書
と
花
押
が
備
わ
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
お
そ

ら
く
は
『
菊
池
万
句
発
句
』
の
資
料
批
判
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
ず
、
『
熊
本
県
史
料
』

の
底
本
を
改
め
て
確
認
し
て
み
る
と
い
う
作
業
が
、
そ
し
て
高
田
氏
保
管
文
書
本
以
外

の
万
句
発
句
テ
キ
ス
ト
の
探
索
と
い
う
作
業
が
、
永
ら
く
怠
ら
れ
て
き
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
事
実
、
昭
和
五
十
七
年
刊
の
『
菊
池
市
史
』
に
は
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
言
及

さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
佐
々
家
本
と
い
う
、
江
戸
初
期
写
と
見
て
よ
い
の
で
は
な
い

か
と
い
う
テ
キ
ス
ト
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
佐
々
家
本
も
奥
書
と
花
押

を
備
え
て
い
る
と
い
う
点
だ
け
で
い
え
ば
、
高
田
氏
保
管
文
書
本
と
変
わ
ら
な
い
の
で

あ
る
。
た
だ
し
、
佐
々
家
本
の
奥
書
・
花
押
は
自
筆
で
は
な
く
模
写
と
思
わ
れ
る
。
高

田
氏
保
管
文
書
に
つ
い
て
は
親
賢
筆
か
ど
う
か
は
保
留
す
る
に
せ
よ
、
少
な
く
と
も
現

時
点
で
は
原
本
が
確
認
で
き
な
い
以
上
、
『
熊
本
県
史
料
』
の
翻
刻
を
利
用
す
る
し
か

な
く
、
そ
こ
に
は
翻
刻
に
伴
う
誤
植
や
誤
読
の
可
能
性
を
含
め
て
批
判
的
な
資
料
操
作

が
求
め
ら
れ
る
。
そ
こ
に
、
改
め
て
万
句
発
句
の
諸
本
が
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
所

以
が
あ
る
。

こ
の
万
句
発
句
の
諸
本
を
、
こ
れ
ま
で
気
づ
い
た
範
囲
で
一
覧
に
し
て
示
し
て
み
よ

Ｐ
『
″
。
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基
本
的
に
は
、
イ
か
ら
ホ
ま
で
の
五
本
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
ひ
と
ま

ず
五
本
と
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
こ
に
は
幾
つ
か
の
問
題
が
あ
る
。
ま
ず
イ
の
高
田
氏
保

管
文
書
本
の
行
方
が
不
明
で
あ
る
こ
と
は
先
に
も
ふ
れ
た
通
り
だ
が
、
『
熊
本
県
史
料

中
世
篇
第
四
』
の
解
題
に
は
、
「
こ
の
史
料
は
、
同
地
の
宗
氏
に
伝
来
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
宗
氏
は
平
姓
。
そ
の
先
祖
は
菊
池
氏
に
仕
え
、
近
世
同
地
に
販
農
し
、
豪
商

ホ ニハロイ

註
五

註
三

註
四

註
二

註
一

高
田
氏
保
管
文
書
註
一

佐
々
家
本
睦
二

熊
本
県
立
美
術
館
寄
託
宗
家
本
姓
三

『
菊
池
風
土
記
』
註
四
所
収
本

『
肥
後
古
記
集
覧
』
隆
五
所
収
本

菊
池
市
高
田
充
雄
氏
保
管
文
書
。
『
熊
本
県
史
料
中
世
篇
第
四
』
所

収
。

菊
池
市
木
庭
の
佐
々
家
に
伝
わ
る
本
。
近
世
初
期
写
本
。
『
菊
池
市
史
』

に
影
印
掲
載
。

熊
本
県
指
定
有
形
文
化
財
。
近
世
前
期
写
本

渋
江
公
正
（
松
石
）
の
編
に
な
る
菊
池
の
地
誌
。
寛
政
六
年
（
一
七
九

四
）
序
。

大
石
真
麿
が
文
政
四
～
五
年
（
一
八
二
一
～
二
二
）
に
書
写
編
纂
し
た

細
川
領
に
関
す
る
記
録
。
熊
本
県
立
図
書
館
蔵
。
『
肥
後
国
誌
』
も
同

本
に
よ
る

を
以
て
聞
え
た
傳
次
は
、
菊
池
氏
の
顕
彰
に
つ
と
め
た
」
と
あ
り
、
実
は
宗
氏
伝
来
文

書
で
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
記
述
だ
け
で
は
一
般
に
は
理
解

し
づ
ら
く
、
補
足
説
明
の
必
要
な
所
が
あ
る
。
ま
ず
「
同
地
」
と
い
う
の
が
ど
こ
を
指

し
て
い
る
の
か
は
っ
き
り
し
な
い
の
だ
が
、
こ
れ
は
本
文
表
題
下
に
割
注
で
「
菊
池
市

中
町
高
田
充
雄
氏
保
管
」
と
あ
り
、
ま
た
「
豪
商
を
以
て
聞
こ
え
た
」
と
さ
れ
る
宗
傳

次
と
は
、
江
戸
時
代
後
期
の
菊
池
事
情
を
今
に
伝
え
る
『
嶋
屋
日
記
』
の
記
述
者
の
一

人
で
あ
り
、
地
元
に
お
い
て
は
有
名
な
人
物
で
あ
る
。
故
に
県
史
料
編
纂
当
時
の
菊
池

市
を
指
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
高
田
充
雄
氏
も
菊
池
市
在
住
の
方
で
、
御
松
難
子
御
能

保
存
会
に
属
し
菊
池
松
嚥
子
の
伝
承
に
尽
力
さ
れ
た
方
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
菊
池
市
教

育
委
員
会
よ
り
教
示
を
得
た
。

さ
て
問
題
は
、
宗
家
に
伝
わ
っ
た
と
さ
れ
る
史
料
が
、
何
ゆ
え
「
高
田
氏
保
管
文
書
」

と
さ
れ
て
い
る
か
で
あ
る
。
菊
池
市
で
も
、
こ
の
「
高
田
氏
保
管
文
書
」
の
由
来
と
行

方
、
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
不
明
と
の
こ
と
で
あ
り
、
県
史
料
編
纂
当
時
に
は
自
明
で
あ

っ
た
こ
と
が
現
在
で
は
判
ら
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
注
目

さ
れ
る
の
が
、
ハ
の
熊
本
県
立
美
術
館
寄
託
の
宗
家
本
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
憶
測
の
域

を
出
な
い
こ
と
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
一
時
、
宗
家
か
ら
高
田
氏
に
預
け
ら
れ
た
文
書

が
、
あ
る
時
期
に
再
び
宗
家
に
返
さ
れ
、
宗
家
か
ら
美
術
館
に
寄
託
さ
れ
た
と
い
う
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
、
イ
と
ハ
は
同
一
の
本
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
と
い
う
こ
と

だ
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
裏
付
け
は
と
れ
て
い
な
い
た
め
、
い
ま
は
別
本
と
扱
い
五
本

〈
肢
的
）

と
し
て
い
る
。

次
に
二
の
『
菊
池
風
土
記
』
は
、
こ
れ
自
体
が
複
数
の
伝
本
を
有
し
て
お
り
、
菊
池

風
土
記
伝
本
間
に
お
い
て
諸
本
校
合
が
本
来
は
必
要
な
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
こ
の
『
菊
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池
風
土
記
』
も
、
肥
後
文
献
叢
書
と
い
う
明
治
期
編
纂
の
叢
書
に
活
字
で
紹
介
さ
れ
、

広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
テ
キ
ス
ト
で
、
『
時
代
別
国
語
大
辞
典
』
の
室
町
時
代
編
も
『
菊

池
万
句
発
句
』
の
テ
キ
ス
ト
を
、
こ
の
『
菊
池
風
土
記
』
に
よ
っ
て
参
照
し
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
肥
後
文
献
叢
書
本
は
当
時
の
文
献
学
の
精
度
か
ら
す
れ

ば
仕
方
の
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
底
本
す
ら
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
未
だ
諸
本
調
査

の
途
上
で
あ
る
が
、
先
に
名
前
の
出
た
『
嶋
屋
日
記
』
の
記
述
者
の
う
ち
い
ま
一
人
の

（
註
Ⅱ
）

人
物
、
中
嶋
真
親
の
書
写
に
な
る
一
本
を
影
印
で
紹
介
し
て
お
い
た
。

ま
た
、
ホ
の
肥
後
古
記
集
覧
本
に
は
、
し
ば
し
ば
異
本
注
記
が
見
ら
れ
、
江
戸
後
期

の
菊
池
に
お
い
て
は
複
数
の
テ
キ
ス
ト
が
伝
存
し
読
み
継
が
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ

る
。
先
に
引
用
し
た
『
菊
池
風
土
記
』
に
も
、
「
万
句
の
発
句
は
城
越
前
守
親
賢
写
置

れ
し
が
残
て
菊
池
に
有
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
は
テ
キ
ス
ト
ク
リ
テ
ィ
ッ
ク
そ

の
も
の
を
主
題
と
す
る
つ
も
り
は
な
い
の
で
、
深
く
は
立
ち
入
ら
な
い
が
、
一
般
的
な

判
断
か
ら
す
れ
ば
、
『
熊
本
県
史
料
』
の
翻
刻
と
佐
々
家
本
、
県
立
美
術
館
本
を
基
礎

と
し
て
、
そ
こ
に
『
菊
池
風
土
記
』
や
『
肥
後
古
記
集
覧
』
を
参
照
し
つ
つ
本
文
を
考

え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

一
例
だ
け
示
し
て
み
る
。
長
野
太
郎
邸
で
の
第
四
百
韻
の
発
句
を
、
ま
ず
佐
々
家
本

に
よ
り
掲
げ
れ
ば
、
次
の
通
り
。

月
戸
第
四
白
何
隈
部
民
部
少
輔
元
成

夕
、
ズ
ム
ト
ポ
ソ

見
も
あ
か
て
月
の
俳
扉
か
な

幾
つ
か
補
足
し
て
お
く
と
、
「
俳
」
字
は
あ
る
い
は
「
排
」
と
も
読
め
そ
う
な
字
。
左

に
は
本
文
と
は
別
筆
で
小
さ
く
「
排
」
と
書
き
添
え
て
あ
る
。
「
扉
」
字
は
擦
り
消
し

の
上
に
重
ね
書
き
さ
れ
て
い
る
が
、
下
の
文
字
は
は
っ
き
り
と
は
判
読
で
き
な
い
。
振

り
仮
名
の
濁
点
は
い
ず
れ
も
原
本
の
ま
ま
で
あ
る
。
次
に
、
宗
家
本
・
高
田
本
を
見
る

と
、
作
者
は
「
民
部
少
輔
」
な
ら
ぬ
「
式
部
少
輔
」
。
「
俳
」
の
字
は
「
排
」
に
な
っ
て

お
り
、
ま
た
書
き
添
え
の
文
字
は
な
く
振
り
仮
名
も
な
い
。
以
上
の
点
を
除
け
ば
、
表

記
を
含
め
て
佐
々
家
本
と
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
。
参
考
ま
で
に
『
新
撰
事
蹟
通
考
』

（
『
肥
後
文
献
叢
書
』
第
三
巻
所
収
）
や
『
菊
池
風
土
記
』
所
載
の
「
隈
部
系
図
」
に

よ
れ
ば
、
元
成
は
隈
部
忠
直
の
子
で
民
部
少
輔
と
さ
れ
る
が
、
『
菊
池
風
土
記
』
の
万

句
発
句
で
は
「
式
部
」
に
な
っ
て
い
る
。

発
句
の
表
現
で
問
題
と
な
る
の
は
「
俳
」
字
の
所
だ
が
、
こ
こ
は
結
論
か
ら
述
べ
れ

ば
「
排
」
字
で
よ
い
だ
ろ
う
。
『
肥
後
古
記
集
覧
』
本
が
、
こ
こ
を
「
や
す
ら
ふ
」
と

仮
名
書
き
に
し
て
い
る
の
が
参
考
と
な
る
。
易
林
本
『
節
用
集
』
な
ど
幾
つ
か
の
古
辞

書
が
、
「
俳
梱
」
に
「
ヤ
ス
ラ
フ
」
の
訓
み
を
与
え
て
い
る
。
「
排
」
字
単
独
で
「
ヤ
ス

ラ
フ
」
と
訓
む
例
は
見
い
だ
し
て
い
な
い
が
、
『
字
鏡
集
』
や
キ
リ
シ
タ
ン
版
『
落
葉

集
』
の
よ
う
に
「
俳
」
字
「
掴
」
字
そ
れ
ぞ
れ
に
「
タ
チ
モ
ト
ホ
ル
」
（
龍
谷
大
学
本

『
字
鏡
集
』
）
の
訓
み
を
充
て
る
例
か
ら
類
推
す
れ
ば
、
「
排
」
字
単
独
で
「
ヤ
ス
ラ
フ
」

と
訓
む
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
あ
と
は
歌
語
と
し
て
の
妥
当
性
の
判
断
で
あ

る
。
『
新
古
今
和
歌
集
』
巻
十
六
・
雑
歌
上
に
、

入
り
や
ら
で
夜
を
お
し
む
月
の
や
す
ら
ひ
に
ほ
の
か
、
明
く
る
山
の
は
ぞ
憂
き

（
玉
里
・
藤
原
保
季
。
新
日
本
古
典
文
学
大
系
に
よ
る
）

と
あ
る
ほ
か
、
連
歌
で
は
宗
祇
の
『
萱
草
』
第
三
の
秋
連
歌
に
、

分
暮
す
露
を
野
中
に
か
た
敷
て

（
註
浬
）

袖
を
た
び
ね
の
月
ぞ
や
す
ら
ふ

と
も
見
え
、
「
月
」
が
「
や
す
ら
ふ
」
例
は
あ
る
が
、
月
が
「
た
た
ず
む
」
例
は
見
ら
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れ
な
い
。
「
タ
チ
モ
ト
ホ
ル
」
は
音
数
が
合
わ
な
い
し
、
和
歌
に
用
い
た
の
は
『
万
葉

集
』
二
八
二
一
番
歌
（
旧
『
国
歌
大
観
』
番
号
）
の
み
の
例
外
と
し
て
よ
い
。
和
歌
の

伝
統
に
は
馴
染
ま
な
か
っ
た
語
で
あ
る
。
な
お
、
『
万
葉
集
』
の
原
表
記
で
は
、
こ
こ

は
「
俳
個
」
と
い
う
よ
う
に
人
偏
で
あ
る
。
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
も
、
同
じ
く

人
偏
。
お
そ
ら
く
は
万
葉
学
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
の
で
あ
ろ
う
が
、
先
に
引
い
た
易
林

本
『
節
用
集
』
も
別
表
記
と
し
て
こ
の
人
偏
の
文
字
を
も
示
し
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な

状
況
を
勘
案
す
れ
ば
、
城
親
賢
に
よ
る
万
句
発
句
の
原
本
の
表
記
は
と
も
あ
れ
、
「
俳
」

字
で
あ
っ
て
も
必
ず
し
も
誤
り
と
は
い
え
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

さ
て
、
こ
の
菊
池
万
句
発
句
が
歴
史
学
の
側
か
ら
歴
史
史
料
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き

た
こ
と
は
、
既
に
述
べ
た
と
お
り
だ
が
、
そ
こ
で
も
っ
ぱ
ら
問
題
と
な
っ
て
い
た
の
は

連
歌
発
句
の
表
現
で
は
な
く
、
作
者
と
し
て
名
前
の
挙
げ
ら
れ
て
い
る
人
物
で
あ
る
こ

と
は
、
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
室
町
期
に
菊
池
氏
支
配
下
に
あ
っ
た
肥
後
の
国
人
層

を
窺
う
資
料
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
は
活
用
さ
れ
て
き
た
わ
け
だ
が
、
高
田

氏
保
管
文
書
（
お
そ
ら
く
県
立
美
術
館
本
）
が
自
筆
原
本
で
な
い
と
す
る
と
、
発
句
作

者
の
名
前
の
認
定
に
も
、
実
は
本
文
批
判
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
う

し
た
問
題
の
一
端
は
、
先
に
考
証
を
行
っ
た
隈
部
元
成
の
例
か
ら
も
窺
い
知
れ
よ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
城
親
賢
の
自
筆
本
が
出
現
し
た
に
せ
よ
、
こ
れ
も
後
代
の
抜
き
書
き
本

で
あ
り
、
二
次
的
資
料
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
わ
け
だ
が
、
親
賢
抜
書
き
本
の

前
に
は
湖
り
ょ
う
が
な
い
の
が
現
実
で
あ
る
。
と
な
れ
ば
、
万
句
発
句
内
部
の
本
文
批

判
に
は
限
界
が
あ
り
、
テ
キ
ス
ト
外
の
歴
史
史
料
に
照
ら
し
合
わ
せ
る
し
か
な
い
。

三
菊
池
持
朝
侍
帳
と
そ
の
史
料
性
の
問
題

と
こ
ろ
で
、
こ
の
間
、
思
う
と
こ
ろ
あ
っ
て
『
菊
池
風
土
記
』
の
註
釈
に
取
り
組
ん

（
註
旧
）

で
い
る
。
既
に
巻
一
註
に
つ
い
て
は
ウ
エ
ブ
・
サ
イ
ト
上
で
公
開
し
て
い
る
が
、
先
に

記
し
た
と
お
り
、
『
菊
池
風
土
記
』
に
も
『
菊
池
万
句
発
句
』
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
が
巻
一
に
あ
た
る
。
巻
一
の
註
釈
作
業
を
進
め
る
中
で
、
こ
の
万
句
発
句
の
作
者

の
問
題
に
突
き
当
た
っ
た
わ
け
だ
が
、
そ
こ
で
奇
妙
な
事
実
に
気
づ
く
こ
と
と
な
る
。

こ
こ
に
登
場
し
て
く
る
の
が
、
「
菊
池
古
文
書
」
と
い
う
史
料
群
で
あ
る
。

（
註
Ｍ
）

「
菊
池
古
文
書
」
に
つ
い
て
は
、
詳
し
く
は
花
岡
興
輝
氏
の
紹
介
を
参
照
し
て
い
た

だ
く
の
が
よ
い
が
、
ご
く
簡
潔
に
伝
来
の
事
情
を
説
明
し
て
お
く
こ
と
と
し
よ
う
。
こ

の
文
書
群
は
、
江
戸
後
期
に
上
永
野
（
か
み
な
が
の
）
村
の
老
婆
千
代
所
蔵
文
書
と
し

て
出
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
上
永
野
村
は
、
中
世
に
は
菊
池
氏
の
家
老
で
あ
っ
た

隈
部
氏
の
根
拠
地
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

さ
て
、
老
婆
千
代
所
蔵
の
こ
の
文
書
そ
の
も
の
は
現
存
し
な
い
が
、
江
戸
時
代
に
転

写
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
が
複
数
残
っ
て
い
る
。
こ
の
現
存
テ
キ
ス
ト
を
比
較
し
た
上
で
、

花
岡
氏
は
次
の
よ
う
な
興
味
深
い
こ
と
を
記
し
て
お
ら
れ
る
。

こ
こ
に
紹
介
し
た
文
書
の
う
ち
、
：
．
嘉
吉
三
年
の
「
菊
池
家
臣
交
名
」
な
ど
は
、

諸
書
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
写
し
は
古
く
か
ら
流
布

し
て
い
た
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

…
（
中
略
）
…

こ
の
文
書
の
殆
ん
ど
を
偽
文
書
と
す
る
説
も
あ
る
が
、
二
、
三
の
文
書
、
花
押

に
疑
い
が
も
た
れ
る
の
も
若
干
あ
り
、
ま
た
記
載
の
形
式
が
原
本
に
忠
実
で
あ
る
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ま
ず
は
、
こ
れ
ら
を
「
偽
文
書
」
と
す
る
説
が
あ
る
こ
と
、
し
か
し
、
文
書
中
の
「
家

臣
交
名
」
な
ど
、
信
頼
に
足
る
も
の
だ
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
文
書
中
に
は
二
種
の
家
臣
交
名
が
存
在
す
る
。
ひ
と
つ
は
、
末
尾
に
嘉

吉
三
年
の
年
紀
と
菊
池
持
朝
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
菊
池
持
朝
侍
帳
」

と
も
称
さ
れ
る
。
も
う
一
つ
は
、
永
正
元
年
の
年
紀
と
菊
池
政
隆
の
名
の
記
さ
れ
た
も

の
で
、
「
菊
池
政
隆
侍
帳
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
前
者
す
な

わ
ち
「
菊
池
持
朝
侍
帳
」
に
記
載
さ
れ
る
名
前
と
、
万
句
発
句
作
者
と
に
、
か
な
り
の

一
致
が
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
侍
帳
を
一
次
史
料
に
近
い
も
の
と
み
な

し
て
よ
い
の
で
あ
れ
ば
、
万
句
発
句
諸
本
間
で
作
者
名
に
異
同
が
生
じ
て
い
る
場
合
、

ど
の
テ
キ
ス
ト
が
も
っ
と
も
信
頼
性
が
高
い
か
、
そ
れ
を
測
定
す
る
た
め
の
基
準
を
得

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
が
、
よ
く
》

と
こ
ろ
が
、
よ
く
考
え
て
み
る
と
嘉
吉
三
年
の
侍
帳
に
名
前
の
載
る
人
物
が
、
文
明

十
三
年
の
万
句
に
出
座
す
る
こ
と
の
妥
当
性
が
、
当
然
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
間
、
三
十
八
年
（
一
四
八
一
’
一
四
四
三
）
で
あ
る
。
確
か
に
、
発
句
メ
ン
バ
ー
の

一
人
で
あ
る
隈
部
忠
直
な
ど
は
、
菊
池
持
朝
・
為
邦
・
重
朝
の
三
代
に
仕
え
た
と
さ
れ

（
註
鳩
）

る
重
臣
で
、
侍
帳
の
信
葱
性
を
一
概
に
疑
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
だ
が
、
侍
帳
と
発

句
作
者
の
両
方
に
共
通
す
る
人
物
が
七
十
名
を
超
え
る
と
い
う
事
態
は
尋
常
で
は
な

い
。
四
十
年
近
く
も
の
間
、
七
十
名
以
上
の
家
臣
団
が
交
代
も
せ
ず
、
菊
池
氏
を
支
え

（
マ
マ
）

と
思
え
な
い
も
の
も
あ
る
が
、
殆
ん
が
正
文
で
あ
り
、
特
に
寄
合
衆
・
家
臣
交
名

に
あ
ら
わ
れ
る
人
び
と
の
多
く
は
、
諸
書
に
よ
っ
て
、
そ
の
正
し
さ
が
裏
付
け
さ

れ
る
。

続
け
た
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
一
方
で
、
万
句
興
行
か
ら
二
十
年
余
り
後
の
永
正
元
年
の
侍
帳
に
は
、
一
人
と

し
て
発
句
作
者
と
の
重
な
り
を
見
な
い
こ
と
も
ま
た
特
徴
的
で
あ
る
。
し
て
み
れ
ば
、

嘉
吉
三
年
の
侍
帳
の
特
異
性
は
明
ら
か
で
あ
る
。
菊
池
古
文
書
の
素
性
の
怪
し
さ
と
い

う
問
題
が
、
こ
こ
で
思
い
起
こ
さ
れ
る
の
だ
け
れ
ど
も
、
単
純
に
偽
文
書
と
う
ち
捨
て

る
前
に
、
交
名
末
尾
の
奥
書
的
な
部
分
が
、
何
ら
か
の
事
情
で
文
明
年
間
の
交
名
に
誤

っ
て
接
続
さ
れ
た
と
い
う
よ
う
な
可
能
性
も
、
一
応
は
考
え
て
み
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

け
れ
ど
も
、
も
う
一
点
、
嘉
吉
三
年
の
侍
帳
と
発
句
作
者
と
の
関
係
で
、
指
摘
し
て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
万
句
発
句
に
作
者
と
し
て
登
場
す
る
名
前
と
、
侍
帳
の

名
前
の
掲
出
順
序
が
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
侍
帳
の
全
体
を
掲

げ
る
の
は
、
あ
ま
り
に
煩
雑
に
な
る
た
め
、
冒
頭
の
二
十
名
程
を
掲
げ
る
こ
と
と
し
た
。

対
照
の
た
め
に
、
下
段
に
発
句
作
者
を
佐
々
家
本
に
よ
り
『
万
句
発
句
』
の
掲
出
の
順

に
挙
げ
て
み
る
。
掲
出
分
に
つ
い
て
は
宗
家
本
と
違
い
が
な
い
の
で
、
異
同
に
は
、
「
高
」

（
高
田
本
）
、
「
風
」
（
菊
池
風
土
記
）
、
「
古
」
（
肥
後
古
記
集
覧
）
の
三
本
を
示
し
た
。
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竹
崎
安
芸
守

嶋
崎
右
京
亮

高
倉
因
幡
守

山
北
対
馬
守

宗
大
和
守
重
信

宮
崎
兵
部
少
輔
重
治

白
石
常
陸
介
頼
道

方
保
田
丹
後
守
守
経

吉
田
兵
部
少
輔
公
貞

弘
生
式
部
少
輔
朝
氏

竹
崎
伊
豆
守
惟
岑

海
野
式
部
少
輔
頼
種

赤
星
九
郎
重
親

城
右
京
亮
為
冬

長
田
式
部
少
輔
基
秀

合
志
太
郎
重
澄

馬
見
塚
大
和
入
道
宥
成

木
山
参
河
守
惟
之

隈
部
上
総
介
忠
直

石
貫
民
部
少
輔
安
元

菊
池
持
朝
侍
帳邦守公惟

続俊興氏

菫黙 暮壷ゞ
／／／／我／輔輔守／輔重 誉輔／／入重輔為重輔
邦守公惟 惟／／／頼／信 ／忠惟道隆／冬規／

句
続俊興氏 岑朝公守道重 安直之宥 基 頼 一

氏貞経 作 元 盛 秀 種
作
者

高
「
慈
載
」

古
「
式
部
太
輔
」

古
「
丹
波
守
」

古
「
兵
部
太
輔
」

古
一
，
教
空
」

風
「
合
志
五
郎
」

古
「
高
見
塚
」
「
定
盛
」
風
「
宥
道
」

古古風
主
な
異
同

→‐‐

温北周
江里持
式為舟一
部房
少一
輔
'一一

■

一
沙
ゆ
て
膨
甥
鄭
湾
縄
亦
脇
〉
卿
渉
鯵
ゆ
ざ

＝~鷺一 呼
灘
》
嬢

一
審
タ
や

蹴
り

俸

顯
”

華.ー“
』面 浩

傲

観

？

鼎
‐

魁
砿
蒻
意
凌
聯
青
毒
鼠
道

； 鱈 リ 』

篭

！

…■ 唖戸

県立美術館寄託宗家本奥書部分 佐々家本奥書部分
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（
註
）

註
１
熊
本
県
立
大
学
蔵
本
に
よ
る
。
熊
本
文
化
研
究
護
書
第
九
輯
『
菊
池
風
土
記
１
』
（
熊
本

県
立
大
学
文
学
部
日
本
語
日
本
文
学
研
究
室
）
参
照
。

註
２
万
句
連
歌
の
全
体
像
に
つ
い
て
は
、
金
子
金
治
郎
氏
『
連
歌
総
論
』
（
桜
楓
社
、
一
九
八

七
年
）
Ｖ
３
「
万
句
連
歌
」
、
お
よ
び
島
津
忠
夫
氏
『
島
津
忠
夫
著
作
集
第
二
巻
連
歌
』
（
和

泉
書
院
、
二
○
○
三
年
）
第
二
章
三
「
千
句
連
歌
の
興
行
と
そ
の
変
遷
」
、
四
「
万
句
連

歌
と
発
句
・
三
物
」
を
参
照
し
た
。
ま
た
、
「
万
句
連
歌
興
行
史
」
の
年
譜
作
成
に
は
、

棚
町
知
弥
氏
「
松
梅
院
禅
予
日
記
抄
ｌ
北
野
社
古
記
録
（
文
学
・
芸
能
記
事
）
抄
（
五
）

ｌ
」
（
『
有
明
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要
』
第
七
号
、
一
九
七
一
年
）
、
お
よ
び
『
北
野
社

一
万
句
御
発
句
脇
第
三
井
序
』
（
『
桂
宮
本
叢
書
郵
鍬
ご
養
徳
社
、
所
収
）
、
『
看
聞
日
記
』

（
圖
書
寮
護
刊
、
明
治
書
院
）
を
用
い
た
。

註
３
註
１
の
金
子
、
島
津
両
氏
の
論
を
参
照
。

註
４
和
田
茂
樹
氏
「
大
山
祇
神
社
の
万
句
連
歌
」
（
『
国
語
国
文
』
第
二
十
六
巻
十
一
号
、
一
九

五
七
年
）
、
岡
見
正
雄
氏
校
注
『
太
平
記
（
一
）
』
（
角
川
書
店
、
一
九
七
五
年
）
。

註
５
註
１
島
津
氏
論
文
参
照
。

僧
侶
と
思
わ
れ
る
人
物
に
つ
い
て
は
、
当
然
な
が
ら
侍
帳
に
登
載
さ
れ
て
い
な
い
の

だ
が
、
名
前
の
並
び
も
記
載
の
仕
方
も
用
字
も
、
み
ご
と
な
ま
で
に
一
致
し
て
い
る
。

一
致
し
な
い
と
こ
ろ
は
、
誤
読
・
誤
写
の
介
入
と
断
じ
て
も
、
ほ
ぼ
誤
り
な
い
も
の
ば

か
り
だ
。
つ
ま
り
、
嘉
吉
三
年
の
侍
帳
の
作
成
に
、
こ
の
万
句
発
句
が
利
用
さ
れ
た
の

で
は
な
い
か
と
い
う
疑
い
を
抱
く
余
地
は
、
相
当
に
大
き
い
の
で
あ
る
。
連
歌
資
料
の

テ
キ
ス
ト
批
判
か
ら
、
最
後
は
歴
史
史
料
の
テ
キ
ス
ト
批
判
に
た
ど
り
つ
い
て
し
ま
っ

た
わ
け
で
あ
る
が
、
一
地
方
連
歌
の
洗
い
直
し
が
予
想
も
し
な
か
っ
た
問
題
を
浮
か
び

上
が
ら
せ
る
こ
と
も
あ
る
、
そ
ん
な
一
例
で
あ
る
。

註註註
15 14 13

註
12

註
11

註
８
註註
7 6

付
配
本
稿
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
Ｃ
「
『
菊
池
風
土
記
』
の
註
釈
的
研

究
」
の
成
果
の
一
部
で
も
あ
る
。
熊
本
県
立
美
術
館
寄
託
宗
家
本
に
つ
い
て
は
、
八
代
市

立
博
物
館
未
来
の
森
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
学
芸
員
の
鳥
津
亮
二
氏
よ
り
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
烏
津
氏
お
よ
び
熊
本
県
立
美
術
館
学
芸
員
の
山
田
貴
司
氏
に
お
世

話
に
な
っ
た
。
ま
た
、
佐
々
家
本
の
調
査
に
あ
た
っ
て
の
仲
介
の
労
を
と
り
、
高
田
充
雄

氏
の
こ
と
な
ど
様
々
に
ご
教
示
下
さ
っ
た
、
菊
池
市
教
育
委
員
会
の
高
見
淳
氏
に
つ
い
て

も
、
特
に
記
し
御
礼
と
し
た
い
。

註
10

註
９

『
白
河
市
史
第
一
巻
』
第
五
章
第
二
節
「
中
世
の
文
芸
」
（
金
子
誠
三
氏
執
筆
）

村
井
康
彦
氏
「
幽
斎
・
三
斎
と
千
利
休
」
（
『
新
・
熊
本
の
歴
史
３
中
世
』
熊
本
日
日
新
聞

社
、
一
九
七
九
年
）

阿
蘇
品
保
夫
氏
「
菊
池
氏
の
没
落
と
相
良
氏
台
頭
」
（
『
新
・
熊
本
の
歴
史
３
中
世
』
）
、
川

添
氏
前
掲
書
。

註
３
和
田
氏
論
文
、
木
越
隆
三
氏
「
慶
長
期
加
賀
藩
家
臣
団
の
構
成
と
動
向
」
（
『
白
山
万

句
資
料
と
研
究
』
白
山
比
洋
神
社
、
一
九
八
五
年
）
。

熊
本
県
立
美
術
館
寄
託
本
に
つ
い
て
は
、
熊
本
文
化
研
究
叢
書
９
『
菊
池
風
土
記
１
』
（
熊

本
県
立
大
学
日
本
語
日
本
文
学
研
究
室
、
二
○
一
四
年
）
の
解
題
に
お
い
て
、
高
田
氏
保

管
文
書
本
そ
の
も
の
と
断
定
し
て
し
ま
っ
た
が
、
ひ
と
ま
ず
訂
正
し
て
お
く
。

熊
本
文
化
研
究
鍍
書
９
『
菊
池
風
土
記
１
』
に
、
第
一
分
冊
（
巻
一
・
巻
二
）
の
み
収
録

し
た
。

貴
重
古
典
籍
叢
刊
『
宗
祇
句
集
』
（
角
川
書
店
）
に
よ
る
。
検
索
に
は
国
際
日
本
文
化
研

究
セ
ン
タ
ー
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
利
用
し
た
。

琴
甘
ず
つ
叩
へ
へ
め
こ
園
巨
云
目
毒
釦
Ｉ
』
卸
す
．
○
○
ヨ

花
岡
興
輝
氏
「
菊
池
古
文
書
」
（
『
熊
本
史
学
』
第
二
十
八
号
、
一
九
六
四
年
）

『
肥
後
国
誌
』
（
青
潮
社
、
一
九
七
一
年
）
上
、
四
三
八
頁
参
照
。
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